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　１１

会
、
講
話
お
よ
び
民
話
を
開

催
す
る
。
夜
は
懇
親
会
を
開

く
。　
日
は
視
察
研
修
を
実

12

施
す
る
。

　
本
大
会
は
例
年
約
2
0
0

名
ほ
ど
が
結
集
し
、
計
量
功

労
者
表
彰
を
挙
行
、
大
会
記

念
事
業
と
し
て
記
念
品
を
贈

呈
す
る
ほ
か
、
大
会
宣
言
を

採
択
す
る
。
総
会
で
は
、
各

道
県
計
量
協
会
が
提
出
し
た

議
題
を
審
議
す
る
。
東
北
・

北
海
道
の
計
量
関
係
者
の
懇

親
の
役
目
も
果
た
し
て
お

り
、
旧
交
を
温
め
、
相
互
に

励
ま
し
合
っ
て
活
動
へ
の
力

に
し
て
い
る
。

　
講
話
は
、現
時
点
で
は「
新

し
い
計
量
制
度
の
方
向
に
つ

い
て
」
を
予
定
し
て
い
る
。

民
話
は
「
ふ
く
し
ま
の
む
か

し
話
」。

【
次
第
（
予
定
）】
◇
東
北
・

北
海
道
計
量
大
会
（
　
日
）
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＝
▽
開
会
▽
あ
い
さ
つ
▽
計

量
功
労
者
表
彰
▽
大
会
記
念

事
業
（
記
念
品
の
贈
呈
）
▽

大
会
宣
言
及
び
採
択
▽
来
賓

祝
辞
▽
来
賓
、
招
待
者
紹
介

▽
祝
電
披
露
▽
閉
会
◇
東
北

6
県
北
海
道
計
量
協
会
連
合

会
総
会
（
　
日
）
＝
▽
開
会

11

▽
あ
い
さ
つ
▽
議
事
（
前
年

度
総
会
報
告
、
各
道
県
計
量

協
会
提
出
議
題
審
議
）
▽
大

会
旗
引
継
ぎ
▽
閉
会
◇
講
話

及
び
民
話
（
　
日
）
◇
祝
賀

11

懇
親
会
（
　
日
）
◇
視
察
研

11

修
（
　
日
）

12

テ
ー
マ
は
5
つ
。①
計
量
士
・

適
正
計
量
管
理
事
業
所
、
②

計
量
の
国
際
化
、③
取
締
り
・

量
目
、
④
検
定
・
検
査
、
⑤

計
量
の
啓
発
育
成
。

　
①
は
、
登
録
更
新
制
や
専

門
区
分
化
な
ど
計
量
士
制
度

の
あ
り
方
や
、
計
量
士
の
質

を
高
め
る
研
修
、
適
正
計
量

管
理
事
業
所
へ
の
立
入
検
査

や
新
マ
ー
ク
制
度
な
ど
、
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
計
量
制

度
の
見
直
し
内
容
を
含
め
て

討
議
す
る
。

　
②
は
、
国
際
的
な
相
互
承

認
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め

に
な
っ
て
き
て
お
り
、
必
要

と
さ
れ
る
範
囲
も
化
学
、
医

療
分
野
な
ど
へ
拡
大
し
て
い

る
。
最
先
端
技
術
を
さ
さ
え

る
の
も
高
度
な
計
測
技
術
で

あ
る
。
工
業
技
術
院
長
や
国

際
度
量
衡
委
員
と
し
て
活
躍

し
、
幅
広
い
知
見
を
持
つ
飯

塚
氏
が
計
量
の
社
会
的
使
命

を
解
明
す
る
。

　
分
科
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
計

量
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設

け
、
グ
ル
ー
プ
討
議
す
る
。
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第三種郵便物認可

関
ブ
ロ
、
東
北・
北
海
道
計
量
大
会
の
概
要
決
ま
る
　
　
陰
面

長
野
県
計
量
5
団
体
が
統
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   陰
面

過
積
載
防
止
計
量
器
特
集
柑
　
　
　
　
　
　
　
　
      隠
韻
面

計
販
連
が
総
会
開
く
、
計
量
史
を
さ
ぐ
る
会
、
日
電
検
人
事
　
　
　
　
   吋
面

お
じ
ん
の
甘
口
辛
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  　
吋
面

計
量
制
度
見
直
し
説
明
会
開
催
、
日
本
認
定
機
関
協
議
会
が
発
足
　
　
右
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
企
業
ニ
ュ
ー
ス
、
企
業
人
事
ほ
か
　
　
　
 宇
面

寄
稿
・
齊
藤
勝
夫
氏
、
社
説
　
　
　
　
 　
　
　
　
　
　
 烏
面

宮
城
県
計
量
協
会
創
立
　
周
年
特
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
    羽
面

55

過
積
載
防
止
計
量

器
特
集
柑
 隠
韻
面

　
長
野
県
計
量
連
合
会
は
、

6
月
　
日
開
催
の
定
期
総
会

21

で
、
同
会
を
統
合
す
る
こ
と

を
決
議
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

新
た
に
長
野
県
計
量
協
会
が

発
足
し
た
。
新
会
長
に
は
、

連
合
会
で
も
会
長
を
務
め
て

い
た
土
田
泰
秀
東
洋
計
器
社

長
が
選
ば
れ
た
。
新
団
体
の

会
員
社
数
は
4
4
8
社
（
個

人
含
む
）
と
な
っ
た
。

　
長
野
県
計
量
連
合
会
は
長

野
県
計
量
協
会
、
長
野
県
計

量
器
工
業
会
、
長
野
県
計
量

管
理
協
会
を
構
成
団
体
と
し

て
、
1
9
6
1
（
昭
和
　
年
）

36

に
設
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
設
立
さ
れ
た
長
野

県
計
量
証
明
事
業
協
会
、
信

州
若
手
計
量
人
会
が
加
わ

り
、
長
野
県
内
の
計
量
5
団

体
で
構
成
す
る
組
織
と
な
っ

た
（
平
成
　
年
に
管
理
協
会

14

と
長
野
県
計
量
士
会
が
合

併
）。

　
全
国
で
は
最
も
歴
史
が
古

く
、
設
立
以
来
　
年
に
わ
た

45

り
、
計
量
思
想
の
普
及
啓
発

や
適
正
計
量
管
理
の
推
進
な

ど
を
通
じ
、
会
員
企
業
の
発

展
と
県
内
産
業
の
振
興
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。

　
今
回
の
統
合
は
、国
際
化
、

技
術
革
新
及
び
規
制
緩
和
な

ど
計
量
業
界
を
取
り
巻
く
情

勢
の
変
化
に
的
確
か
つ
柔
軟

に
対
応
す
る
こ
と
が
目
的
。

組
織
を
統
合
す
る
こ
と
で
、

足
腰
の
強
い
任
意
団
体
と
し

て
再
出
発
し
、
計
量
行
政
機

関
の
補
完
機
関
と
し
て
積
極

的
に
活
動
す
る
。
新
団
体
で

は
、
旧
団
体
の
活
動
を
部
会

制
に
移
行
し
て
、
総
合
的
な

事
業
導
入
と
運
営
の
合
理

化
、
効
率
化
を
図
る
。
将
来

は
法
人
化
を
視
野
に
入
れ
、

県
、
特
定
市
（
長
野
市
な
ど

県
内
4
市
）
に
お
い
て
、
指

定
定
期
検
査
機
関
の
認
定
を

得
て
計
量
器
の
検
査
を
実
施

す
る
。
新
団
体
の
初
仕
事
と

し
て
、
6
月
　
日
画
、　
日

23

24

臥
の
両
日
、
日
本
計
量
史
学

会
開
催
の
「
計
量
士
を
さ
ぐ

る
会
2
0
0
6
i
n
松
本
」

を
後
援
し
た
。

長
野
県
計
量
5
団
体
が
統
合

「
長
野
県
計
量
協
会
」が
新
た
に
発
足

関東甲信越は10月17日、東北・北海道は10月11日開催

関
ブ
ロ
は
5
つ
の
分
科
会
で
討
議

東
北・北
海
道
は
計
量
協
会
連
合
会
総
会
を
同
時
開
催

　
2
0
0
6
（
平
成
　
）
年
度
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
協

18

会
・
計
量
士
会
合
同
連
絡
協
議
会
が
、　
月
　
日
峨
、
花

10

17

神
奈
川
県
計
量
協
会
と
神
奈
川
県
計
量
士
会
の
当
番
で
、

横
浜
市
の
「
ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
る
。　
（
平
成
　
）
年
度
東

06

18

北
・
北
海
道
計
量
大
会
は
、　
月
　
日
我
・
　
日
牙
に
、

10

11

12

花
福
島
県
計
量
協
会
の
当
番
で
、
福
島
市
の
「
摺
上
亭
大

鳥
」
で
開
か
れ
る
。

関
東
甲
信
越
地
区
計
量
協
会
・

計
量
士
会
合
同
連
絡
協
議
会

　
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
協

会
・
計
量
士
会
合
同
連
絡
協

議
会
は
、
合
同
で
開
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
今
回
で
4
回

目
。
今
年
は
分
科
会
で
討
議

す
る
方
式
を
採
用
し
、
基
調

講
演
、
分
科
会
、
全
体
会
議

の
3
部
構
成
で
実
施
す
る
。

　
基
調
講
演
は
飯
塚
幸
三
花

日
本
計
量
振
興
協
会
会
長

で
、
演
題
は
「
計
量
の
社
会

的
使
命
」。社
会
生
活
や
産
業

の
基
盤
と
し
て
の
計
量
が
果

た
す
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要

困
っ
て
い
る
事
例
な
ど
を
事

前
に
各
県
か
ら
出
し
て
も
ら

い
、
事
例
を
も
と
に
討
議
す

る
。

　
③
は
、
計
量
制
度
の
見
直

し
で
も
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
計
量
行
政
へ
の
計
量
士
活

用
、
密
封
商
品
に
対
す
る
検

査
手
法
の
あ
り
方
な
ど
を
討

議
す
る
。

　
④
も
計
量
制
度
の
見
直
し

に
絡
む
問
題
で
あ
り
、
規
制

の
対
象
機
種
、
規
制
の
あ
り

方
、
民
間
の
能
力
活
用
の
し

か
た
と
評
価
、
他
の
関
係
法

令
と
の
連
携
と
適
正
計
量
の

確
保
な
ど
を
論
議
す
る
。

　
⑤
は
、
計
量
の
重
要
性
の

認
識
、
計
量
の
教
育
、
計
量

を
ど
う
活
用
し
て
い
る
か
な

ど
に
関
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
イ
デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
討

議
す
る
。

　
分
科
会
で
の
討
議
の
結
果

は
、全
体
会
議
で
報
告
す
る
。

東
北
・北
海
道
計
量
大
会

東
北
6
県
北
海
道
計
量
協
会
連
合
会
総
会

　
　
月
　
日
は
、
東
北
・
北

10

11

海
道
計
量
大
会
、
東
北
6
県

北
海
道
計
量
協
会
連
合
会
総


